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はじめに

おもな特長
•	好評のminilogueを踏襲したアナログ・シンセ回路搭載のモノフォニック・シンセサイザーです。

•	VCFはモノ・シンセ用にチューンされています。また、DRIVE回路により攻撃的なサウンドが得
られます。

•	小型、軽量で電池を使用できるので、気軽にどこでも演奏を楽しめます。

•	100のプログラム（工場出荷時は80のプリセット・プログラム、20のユーザー・プログラム）を瞬
時に呼び出すことができ、それらを保存することが可能です。

•	オシロスコープ機能を搭載し、パラメーター変化を視覚的にディスプレイに表示します。

•	4つのパラメーターの操作を記録し、それを再現できる16ステップ・モノフォニック・シーケン
サーを搭載しています。

•	シンクすることで他のグルーブ・ギアとセッションすることが可能です。
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ブロック図
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各部の名称と接続

フロント・パネル
フロント・パネルのノブ、スイッチ、ボタン名は、以下のとおりです。

1

2

3
4

5 6 8 9 10 11

12
13

7

1.	 MASTERノブ

2.	 DRIVEノブ

3.	 OCTAVEスイッチ

4.	 スライダー

5.	 VCO 1
WAVEスイッチ
SHAPEノブ

6.	 VCO 2
OCTAVEスイッチ
PITCHノブ
WAVEスイッチ
SYNC/RINGスイッチ
SHAPEノブ

7.	 MIXER
VCO 1ノブ
VCO 2ノブ

8.	 FILTER
CUTOFFノブ
RESONANCEノブ

9.	 EG
TYPEスイッチ
ATTACKノブ
DECAYノブ
INTノブ
TARGETスイッチ

10.	 LFO
WAVEスイッチ
MODEスイッチ
RATEノブ
INTノブ
TARGETスイッチ

11.	 SEQUENCER/EDIT
TEMPOノブ
KEY TRG/HOLDボタン
MOTION/SLIDE/NOTE
スイッチ
EDIT
	 EDIT MODEボタン
	 WRITEボタン
	 EXITボタン
SEQUENCER
	 PLAYボタン
	 RECボタン
	 RESTボタン
	 SHIFTボタン
ボタン1～１６

12.	 PROGRAM/VALUEノブ
13.	 ディスプレイ
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リア・パネルとセットアップ
下の図は、本機の基本的な接続例です。お使いのシステムに応じて、適切に接続してください。

	 接続するときは、すべての機器の電源をオフにした状態で行ってください。電源をオ
ンのまま接続すると、スピーカー･システムなどを破損したり、誤動作を起こしたりす
る原因となります。

オーディオ機器との接続

•	パワード・モニターやミキサーなどは、OUTPUT端子（モノラル出力）に接続します。音量レベ
ルはMASTERノブで調節します。

•	ヘッドホンは、ヘッドホン端子に接続します。OUTPUT端子からの出力と同じ信号を出力します。

•	他のシンセサイザーなどの外部音源を使用するときは、AUDIO IN端子（モノラル入力）に接続
します。

USB B端子

電源スイッチ

MIDI IN、OUT端子

SYNC IN、OUT端子 AUDIO IN端子

OUTPUT端子

ヘッドホン端子

DC 9V端子

コンピューター

Mixer

サウンド・モジュール、リズム・マシン等

MIDIキーボード、リズム・マシン等 グルーブ・マシン マイク

モニター・スピーカー
（アンプ内蔵）

ヘッドホン

USBケーブル

MIDI OUT

MIDI IN

SYNC IN

USB port

INPUT

OUTPUT

ACアダプター
（別売）

MIDIケーブル

シンク・ケーブル
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コンピューター、MIDI機器との接続

•	コンピューターとMIDIデータを送受信するときは、USB B端子に接続します。

•	外部MIDI機器とMIDIデータを送受信するときは、MIDI IN、OUT端子に接続します。

TIP	 詳しくは、「MIDI機器と一緒に使う」（p.51）を参照してください。

SYNC IN、OUTの接続

•	コルグvolcaシリーズのSYNC IN、OUT端子やDAWなどのオーディオ・アウトから出力される
パルスとステップを同期するときは、本機のSYNC IN、OUT端子に接続します。接続にはシン
ク・ケーブルを使用します。

•	SYNC OUT端子はステップのはじめに15msのパルスを5Vで出力します。

TIP	 本機の設定については、GLOBAL EDITモードの「ボタン5 (GLOBAL 3)」
（p.41）を参照してください。

電源のオン、オフ
電源をオンにする前に
電池の入れ方

あらかじめ、本機の電源がオフになっていることを確認してください。

1.	 裏側にある電池蓋を外します。
フックを押しながら引き上げて取り外します。

2.	電池の極性に気をつけて単３形電池（市販）を６本入れます。
電池は、アルカリ乾電池またはニッケル水素電池を使用してください。

3.	 電池蓋を閉じます。

	 電池の残量が正しく表示されるように、GLOBAL EDIT
モードのパラメーターで、使用している電池の種類を設定してください。工場出荷
時は、“Alkaline”（アルカリ電池）に設定されています。詳しくは、「Battery Type」
（p.44）を参照してください。

電池の残量が少なくなると、ディスプレイに“Battery Low”と表示されますので、早めに新
しい電池と交換してください。

	 使えなくなった電池は、すぐに本機から取り出してください。そのままにしておくと、
故障の原因（電池の液漏れ等）となります。また、長期間ご使用にならない場合も、電
池を取り出しておいてください。

1
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TIP	 本機では、オプション（別売り）のコルグKA350 ACアダプターを使用することがで
きます。その場合は、リア･パネルのDC 9V端子に接続してください。

4.	パワード・モニターなどの外部出力機器の電源がオフになっていることを確認し、それぞれ
と接続します。

TIP	 MIDI端子、USB B端子に、MIDI機器やコンピューターを接続し、本機の鍵盤やコント
ローラーで外部MIDI音源をコントロールしたり、他のMIDIキーボードやシーケンサー
で本機の音源を発音させたりするときは設定が必要です。詳しくは、「MIDI機器と一
緒に使う」(p.51)を参照してください。

電源をオンにする
1.	 本機とパワード・モニターなどの外部出力機器の電源がオフになっていることを確認し、す

べてのボリュームを最小にします。

2.	本機のリア・パネルにある電源スイッチを長押しし、電源がオンになったらディスプレイに
“monologue”と表示されますので、電源スイッチから手を離します。

3.	パワード・モニターなどの外部出力機器の電源をオンにします。

4.	外部出力機器のボリューム、本機のMASTERノブで音量を調節します。

電源をオフにする
電源を切ると、本体に保存されていないプログラムのデータは消えてしまいます。エディットした
プログラムなど、大切なデータは必ず保存してください（p.14「プログラムの保存」)。

1.	 本機のMASTERノブを左へ回して、音量を最小にします。
パワード・モニターなどの外部出力機器が接続されているときは、それらの音量も最小にします。

2.	電源スイッチを長押しし、電源が切れるとディスプレイの表示が消えますので、電源スイッチ
から手を離します。

	 電源をオフにした後、再度オンにする場合は、約10秒待ってからにしてください。

オート・パワー・オフ機能
本機はオート・パワー・オフ機能に対応しています。
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工場出荷時は、このオート・パワー・オフ機能が有効になっており、ノブ、スイッチ、ボタン、鍵盤な
どが操作されないまま4時間経過すると、自動的に電源が切れます。

オート・パワー・オフ機能を無効にするときは、以下の手順を行います。

1.	 EDIT MODEボタンを押します。
エディット・モードに入り、ディスプレイには以下のように表示されます。

2.	PROGRAM/VALUEノブを回して、GLOBAL EDITを選びます。

TIP	 GLOBAL EDITは、EDIT MODEボタンを押して選ぶこともできます。

3.	ボタン8を2回押します。
ディスプレイに“Auto Power Off”と表示されます。

4.	PROGRAM/VALUEノブを回し、“Off”を選びます。

5.	 EXITボタンを押します。
プレイ・モードに入り、ディスプレイにプログラム名が表示されます。

TIP	 GLOBAL EDIT内の設定は自動的に保存されます。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

5

 3

1

2, 4
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プログラムとシーケンサーの演奏

プログラムを選んで演奏する
本機は、100のプログラムが収められています。そのうち80プリセット・プログラムは工場出荷
時の音色で、簡単に呼び出して演奏することができます。残りの20ユーザー・プログラムは、エ
ディットした音色や設定を保存するときに使用することをお勧めします。
プログラムには、音色の設定の他、シーケンス・データの設定が含まれます。

1.	プレイ・モードに入ります。
電源をオンにするとプレイ・モードに入ります。
プレイ・モードでは、フロント・パネルのEDIT MODEボタンが消灯します。

TIP	 EDIT MODEボタンが点灯しているときはEXITボタンを押してください。PLAYボ
タンまたはRECボタンが点灯しているときは、プログラムに保存されているシーケ
ンス・データが、再生または録音状態であることを表します。この状態で他のプログ
ラムを選ぶことはできますが、シーケンサーを停止する場合は、PLAYボタンを押し
ます。

2.	PROGRAM/VALUEノブを回してプログラムを選びます。
ディスプレイにプログラム名が表示されます。

工場出荷時は、1～80にプリセット・プログラムが収められております。あらかじめ用意さ
れた音色をお楽しみください。詳しくは、「プログラム・リスト」(p.55)を参照してくださ
い。

TIP	 SHIFTボタンを押しながらPROGRAM/VALUEノブを回すと、現在選ばれている
プログラムの10個前または後ろのプログラムを選ぶことができます。

TIP	 ディスプレイは、プログラム名を表示するだけでなく、オシロスコープ機能といって
音を電気信号の波形として表示します。MOTION/SLIDE/NOTEスイッチでSLIDE
またはNOTEを選んだときに、波形を表示します。

2

1 消灯していることを確認

2
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3.	 鍵盤を弾いたり、フロント・パネルのOCTAVEスイッチやDRIVEノブ、スライダー等を操作し
てみましょう。
OCTAVEスイッチを操作すると、鍵盤のトランスポーズを－2～＋2オク
ターブの範囲で設定できます。

DRIVEノブを回すと、音に倍音や歪みを加えるドライブ効果を調節できます。

スライダーを左右に動かすと、ピッチ・ベンドなど割り当てられているパラ
メーターを変化させることができます。

TIP	 スライダーに割り当てられているパラメーターは、プログラムごとに
異なります。スライダーにどのパラメーターが割り当てられているか
は、「プログラム・リスト」(p.55)を参照してください。

TIP	 スライダーへのパラメーターの割り当ては、PROGRAM EDITモー
ドのSlider Assignで変更することができます（p.31「Slider Assign」）。

シーケンサーの演奏
各プログラムには、シーケンス・データが含まれます。ここでは、プリセット・プログラムに録音さ
れているシーケンス・データを演奏しましょう。

1.	プレイ・モードでPROGRAM/VALUEノブを回し、プログラムを選びます。
ディスプレイにプログラム名が表示されます。

2.	SEQUENCERのPLAYボタンを押します。
プログラムに録音されている、シーケンス・データの演奏を開始します。
シーケンサーの演奏中は、ボタン1～１６の点灯で現在のステップを示します。

TIP	 PLAYボタンの代わりに、KEY TRG/HOLDボタンを押して（ボタンが点灯）から鍵
盤を押すと、鍵盤を押している間、シーケンス･データが再生されます。また、KEY 
TRG/HOLDボタンを長押して（ボタンが点滅）から鍵盤を押すと、鍵盤から手を離
してもシーケンス･データの再生が継続されます。KEY TRG/HOLDボタンが点灯ま
たは点滅中に他の鍵盤を押すと、シーケンス･データをトランスポーズして再生するこ
とができます。

1

2, 3

1
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TIP	 シーケンサーのテンポはSEQ EDITモードでプログラムごとに設定されていますが、
TEMPOノブを回すと、BPM 56.0～240.0の範囲で調節することができます。

3.	 演奏を終了するときは、もう一度PLAYボタンを押します。
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プログラム

プログラムの構成
本機のプログラムは、オシレーター、ミキサー、フィルター、EG、LFO、そして16ステップ・シーケ
ンサーとエフェクトを含みます。

それぞれに関係するパラメーターをエディットし、いろいろな音を楽しんでください。

BPM

Step Length
Step Resolution
Swing
Default Gate Time

Motion Enable (1–4)
Motion Smooth (1–4)

基本パラメーター

シーケンス・データ

シーケンス・パラメーター詳細パラメーター

MASTER
DRIVE

VCO 1
WAVE
SHAPE

VCO 2
OCTAVE
WAVE
SYNC/RING
SHAPE

MIXER
VCO1
VCO2

FILTER
CUTOFF
RESONANCE

EG
TYPE
ATTACK
DECAY
INT
TARGET

LFO
WAVE
MODE
RATE
INT
TARGET

LSEQ
TEMPO
KEY TRG/HOLD

Portamento Time
Portamento Mode
Slide Time

Slider Assign
Slider Range
Bend Range +
Bend Range −

Microtuning
Scale Key
Program Tuning

LFO BPM Sync
Cuto� Key Track
Cuto� Velocity
Amp Velocity
Program Level

Program Name

NOTE [STEP 1–16]
GATE TIME [STEP 1–16]

NOTE ON/OFF [STEP1-16]
SLIDE ON/OFF [STEP1-16]
MOTION ON/OFF [STEP1-16]
ACTIVE STEP ON/OFF [STEP1-16]
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音作りについて
プログラムを構成しているパラメーターを変更し、音色を変えることをプログラムのエディットと
いいます。

音作りには、2つの方法があります。

•	作りたいサウンドに近い既存のプログラムを選び、そのプログラムを元にして部分的にエディッ
トし、目的のサウンドに仕上げる。

•	プログラムを初期化したり、パネル・ロード機能を使ったりして、独自のサウンドを作り上げる。

既存のプログラムをエディットする
1.	プログラム・モードで、音作りの元となるプログラムを選びます。

2.	フロント・パネルのノブやスイッチを操作します。
元になるプログラムと、自分のイメージしている音のどこが異なるかを考えて、エディットす
るパラメーターを操作します。

TIP	 ノブやスイッチを操作したときの音の高さ、音色、音量の変化については、「基本パラ
メーターについて」(p.15)を参照してください。

	 プログラムの音色をエディットしたら、本機に保存することをお勧めします。保存する
前に本機の電源をオフにしたり、他のプログラムを呼び出すと、それまでのエディット
した設定が消えてしまいます。詳しくは、「プログラムの保存」(p.14)を参照してく
ださい。

プログラムを初期状態から作る
プログラムの音色を一から作り込む場合は、パネル・ロード機能を使うことをお勧めします。こ
れによって、現在のフロント・パネル上のノブ、ボタン類の設定を音色に反映させ、音色作りを始
めることができます。

フロント・パネルのノブやスイッチを操作することで、音色がどのように変化するのかがわかり、各
部どのように作用したり機能するのかが理解しやすくなります。

パネル・ロード機能

SHIFTボタンを押しながらPLAYボタンを押すと、パネル・ロード機能が有効になります。音色に
パネルの設定が反映され、ディスプレイに“Load Panel”と表示されます。
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プログラムの保存
プログラムをエディットしたら、本機に保存することをお勧めします。

	 プログラムを保存する前に、本機の電源をオフにしたり他のプログラムを呼び出すと、
それまでの音色が消えてしまいます。

1.	プレイ・モードで、プログラムをエディットします。
詳しくは、「基本パラメーターについて」(p.15)を参照してください。

2.	WRITEボタンを押すとプログラム保存の待機状態になり、WRITEボタンが点滅します。
ディスプレイに“Where to write?”と表示されます。

3.	 PROGRAM/VALUEノブを回し、保存先のプログラムNo.を選びます。

TIP	 キャンセルする場合は、EXITボタンを押します。

4.	もう一度WRITEボタンを押します。
プログラムが本体に保存され、ディスプレイに“Complete”と表示されます。

	 プログラムの保存中は、絶対に本機の電源をオフにしないでください。内部のデータ
が破壊される場合があります。
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基本パラメーターについて
ここでは、プログラムを構成する基本パラメーターについて説明します。

基本パラメーターは、フロント・パネルのノブ、スイッチにそれぞれ割り当てられています。

VCO 1, VCO 2
VCO: Voltage Controlled Oscillators

本機のオシレーターは2系統あり、ここでは音の基本となる、音の高さ（OCTAVE、PITCH）、波
形（WAVE、SHAPE）等を設定します。

VCO 1のPITCHは個別に設定できません。全体のチューニングは、GLOBAL EDITモードの
Master Tuneで行います。詳しくは「Master Tune」（p.38）を参照してください。

VCO 1

WAVEスイッチ	 [ , , ]

オシレーター1の波形を設定します。

ノコギリ波: シンセ・ベース、シンセ・ブラスなどのアナログ・シンセサイザー独特の音色
に適した波形です。

三角波: ノコギリ波や矩形波より丸い印象の波形です。

矩形波: 電子音や管楽器の音色に適した波形です。

SHAPEノブ	 [0...1023]

オシレーター1の波形成形の量を設定します。
0 1023
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VCO 2

OCTAVEスイッチ	 [2′, 4′, 8′, 16′]

オシレーター2の音の高さを、オクターブ単位で設定します。

PITCHノブ	 [－1200...+1200]

オシレーター2のピッチを、セント単位で設定します。

TIP	 SHIFTボタンを押しながらPITCHノブを回すと、半音（100セン
ト）単位で設定できます。

WAVEスイッチ	 [ , , ]

オシレーター2の波形を設定します。

ノコギリ波: シンセ・ベース、シンセ・ブラスなどのアナログ・シンセサイザー独特の音色に適した
波形です。

三角波: ノコギリ波や矩形波より丸い印象の波形です。

ノイズ・ジェネレーター（ホワイト・ノイズ）: 打楽器系のサウンドや波などの効果音を作るときな
どに用います。

RING/SYNCスイッチ	 [SYNC, RING]

オシレーター・シンク、リング・モジュレーターをオン、またはオフにします。スイッチを中央にする
とどちらもオフになります。

SYNC: オシレーター・シンクによる効果を得ることができます。オシレーター1の位相にオシ
レーター2の位相を強制的に同期させます。このときオシレーター2の周波数に倍音が加わり、
複雑な波形になります。シンセ・リード系のサウンドを作るときなどに便利です。

Sync

VCO 1 Wave

VCO 2 Wave (original)

VCO 2 Wave (output)
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RING: リング・モジュレーターによる効果が得られます。オシレーター1とオシレーター2をリン
グ変調します。オシレーター2のPITCHノブを調節すると、音程感が少ない金属的な音になりま
す。

SHAPEノブ	 [0...1023]

オシレーター2の波形成形の量を設定します。

MIXER
D

オシレーター1、2の出力レベルを設定し、バランスを調節します。

VCO 1ノブ	 [0...1023]
VCO 2ノブ	 [0...1023]

オシレーター1、2の出力レベルを設定します。

VCO 2

VCO 1

RING MOD

0 1023
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FILTER
VCF: Voltage Controlled Filter

ローパス・フィルターにより、オシレーターの周波数成分を削ったり強調したりすること
で、音色の明暗などを設定します。

CUTOFFノブ	 [0...1023]

カットオフ周波数（フィルターをかける周波数）を設定します。

ノブを左へ回すほど、音色が暗くなります。
ノブを右へ回すほど、音色が明るくなります。

	 設定した値によっては、音量が極端に小さくなる場合があります。

RESONANCEノブ	 [0...1023]

カットオフ周波数付近の倍音成分を強調して、音にくせを付けます。

ノブを右へ回すほど、倍音成分が強調され、効果が大きくなります。

TIP	 カットオフ周波数の設定によって、強調される倍音が変わってきますので、CUTOFF
ノブとRESONANCEノブの両方を調節するのがよいでしょう。

	 倍音成分が強調されたときに、カットオフ周波数の設定や入力音によっては音が歪む
場合があります。

Low resonance value High resonance value
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EG
EG: Envelope Generator

EGによって、VCA、ピッチまたはカットオフに
時間的変化を与えます。

TYPEスイッチ	 [ , , ]

ここでの設定によって、VCAとTARGETで設定したパラメーターの時間的変化は、下記のように
なります。
GATEにしたときは、VCAの時間的に変化は得られません。

ATTACKノブ	 [0...1023]

ノート・オン（鍵盤を押す）から最大レベルに到達するまでの時間を設定します。

DECAYノブ	 [0...1023]

TYPEスイッチでA/DまたはGATEを設定したとき、最大レベルに到達した後、レベルが０になる
までの時間を設定します。
TYPEスイッチでA/G/Dを設定したとき、ノート・オフ（鍵盤を離す）からレベルが０になるまでの
時間を設定します。

TYPE VCA
（Amp EG）

Attack Decay
0

Attack Decay
0

0

TARGETの設定

Int

Attack Decay
0

Int

Attack Decay
0

Int

Attack Decay
0

PITCH, PITCH 2 (Pitch EG)
CUTOFF (Filter EG)

(GATE)

(A/D: Attack/Decay)

(A/G/D: Attack/Gate/Decay)
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INTノブ	 [－511...0...＋511]

EGのかかり具合を設定します。

ノブを右へ回すほど深くかかります。

TIP	 SHIFTボタンを押しながらINTノブを回すと、マイナス方向の効果が得られます。

TARGETスイッチ	 [PITCH, PITCH 2, CUTOFF]

EGをかける対象を設定します。

PITCH: VCO 1とVCO 2のPITCHに対し、EGがかかります。
PITCH 2: VCO 2のPITCHに対し、EGがかかります。
CUTOFF: FILTERのCUTOFFに対し、EGがかかります。

LFO
LFO: Low Frequency Oscillator

LFO（低周波のオシレーター）によって、音の
高さ、音色に、周期的な変化を与えます。

音の高さの周期的変化はビブラート、音色の
周期的変化はワウワウが代表的です。

WAVEスイッチ	 [ , , ]

LFOの波形を、ノコギリ波（ ）、三角波（ ）、矩形波（ ）のいずれかに設定します。

MODEスイッチ	 [FAST, SLOW, 1-SHOT]

LFO周波数の可変範囲や動作を設定します。

FAST: LFO周波数の可変範囲は、0.5Hz～2.8kHzです。
SLOW: LFO周波数の可変範囲は、0.05Hz～28Hzです。
1-SHOT: 発音時から半周期後に、LFOは停止します。LFO周波数の可変範囲は0.05Hz～28Hz
です。
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RATEノブ	 [0...1023  /  1/8, 1/16, 1/32...1/1024, 1/2048  /  4, 2, 1, 0, 3/4...1/64]

LFO周波数のスピードを調節します。

ノブを右へ回すほど、LFOのスピードが速くなります。

ここでの値は、PROGRAM EDITモードのLFO BPM Sync（p.33「LFO BPM Sync」）の
設定、MODEスイッチの設定によって以下のように異なります。

LFO BPM Sync MODEスイッチ
Off 0～1023
On FAST 1/8、1/16、1/32...1/1024、1/2048
On SLOW、1-SHOT 4～1/64

TIP	 GLOBAL EDITモードのParameter DispをAllにすると、値を確認することができ
ます（p.44「Parameter Disp」）。

INTノブ	 [0...1023]

LFOのかかり具合を設定します。
ノブを右へ回すほど、LFOが深くかかります。

TIP	 SHIFTボタンを押しながらINTノブを回すと、マイナス方向の効果が得られます。

TARGETスイッチ	 [PITCH, SHAPE, CUTOFF]

LFOのモジュレーション先を選びます。

PITCH: VCO 1、2のPITCHに対し、モジュレーションがかかります。
SHAPE: VCO 1、2のSHAPEに対し、モジュレーションがかかります。
CUTOFF: FILTERのCUTOFFに対し、モジュレーションがかかります。
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シーケンサーについて
ここでは、シーケンサーのレコーディング（リアルタイム・レコーディング、ステップ・レコーディン
グ、モーション・シーケンスの記録）や、レコーディングしたシーケンサーのエディット（ステップ・エ
ディット）について説明します。

リアルタイム・レコーディング
演奏を録音する

鍵盤での演奏を、リアルタイムで録音します。

1.	 SEQUENCERのPLAYボタンを押して、シーケンサーを再生します。
PLAYボタンが点灯します。

2.	RECボタンを押します。
リアルタイム・レコーディングが始まり、RECボタンが点灯します。

3.	 鍵盤で演奏します。
押した鍵盤のノートを録音します。

4.	録音を停止するときは、もう一度RECボタンを押します。
RECボタンが消灯します。

TIP	 再度レコーディングをするときは、RECボタンを押します。

5.	リアルタイム・レコーディングを終了する場合は、PLAYボタンを押します。
PLAYボタンが消灯します。

演奏データを消去する

リアルタイム・レコーディング中にRESTボタンを押すと、押している間のノートが消去されます。

2, 41, 5
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ステップ・レコーディング
1.	シーケンサーが停止している状態で、SEQUENCERのRECボタンを押します。

ディスプレイに“STEP REC”、“STEP 1”と表示されます。
すでに録音されているときは、ディスプレイにノート名が表示されます。

TIP	 任意のステップを選ぶこともできます。例えば、ステップ3を選ぶときは、ボタン3を押し
ます。

2.	鍵盤、RESTボタンなどを押します。
ステップにノート、休符、タイが録音され、自動的に次のステップに進みます。

ノートの録音
鍵盤を押さえると、ディスプレイにノート名が表示されます。ノート名を確認し、よければ鍵
盤から指を離すと、ノートが録音されます。

鍵盤を離す直前に押さえていたノートが録音されるので、押さえたノートとは違うノートを
録音するときは、鍵盤から指を離さず他のノートを鍵盤で押さえます。ディスプレイに表示
されるノートを確認し、鍵盤から指を離します。

TIP	 録音時のノートの長さは、SEQ EDITモードのDefault Gate Timeの値が適用され
ます。鍵盤を押しながらPROGRAM/VALUEノブを回すと、そのノートだけゲート・
タイムを変えて録音することができます。

休符の録音
RESTボタンを押すと、休符が録音されます。

タイの録音
鍵盤を押したままRESTボタンを押します。ノートは次のステップに繋がって録音されます。

3.	 設定されたステップ数の録音が終わると、自動的にステップ・レコーディングが終了します。
途中で録音を終了するときは、RECボタンを押します。

TIP	 ステップ数はプログラムごとに設定されており、SEQ EDITモードの“Step Length”
で変更することができます。詳しくは、「Step Length」（p.35）を参照してくださ
い。ステップ・レコーディング中にPROGRAM/VALUEノブを回すと、Step Length
を変更することができます。

TIP	 SHIFTを押しながらボタン1～16を押すと、アクティブ・ステップのオン、オフが切り替
えられます。アクティブ・ステップがオフになったステップは、シーケンスの再生やス
テップ・レコーディングがスキップされます。
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モーション・シーケンス
モーション・シーケンスの記録
ノブやスイッチの動きによる音色変化を記録し（モーション・シーケンス）、それを再現することが
できます。

本機のモーション・シーケンスは、MASTERノブ、TEMPOノブ、OCTAVEスイッチ以外のノブ、ス
イッチの動きを、4つまで記録することができます。

1.	 PLAYボタンを押してシーケンサーを再生します。

2.	MOTION/SLIDE/NOTEスイッチをMOTIONにします。
ディスプレイには“MOTION VIEW”と表示され、プログラムに保存されているモーションが
グラフィックで表示されます。

3.	 RECボタンを押します。
リアルタイム・レコーディングが始まります。

4.	ノブやスイッチを動かします。
動かしたノブやスイッチのモーション・シーケンスが記録されます。
最大4つのノブやスイッチのモーション・シーケンスを記録することができます。

5つ目のノブやスイッチのモーション・シーケンスを記録しようとすると、ディスプレイに
“Motion Full”と表示され、SEQ EDITモードのMOTION CLEARに入ります。そのときは、
記録済みのモーション・シーケンスを消去してから記録してください（p.25「モーション・
シーケンスの消去」)。

5.	 設定されたステップ数の記録が終わると、自動的にモーション・シーケンスの記録が終了し
ます。
他のノブやスイッチのモーション・シーケンスを記録するときは、手順３から操作してくださ
い。すでに記録されているノブやスイッチのモーション・シーケンスを記録するときは、以前
のデータに上書きされます。

TIP	 ステップ数はプログラムごとに設定されており、SEQ EDITモードの“Step Length”で
変更することができます。詳しくは、「Step Length」（p.35）を参照してください。
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モーション・シーケンスの消去
5つ目のノブやスイッチのモーション・シーケンスを記録しようとすると、ディスプレイに“Motion 
Full”と表示されます。そのときは、自動的にSEQ EDITモードの“MOTION CLEAR”へ入り、任
意のモーション・シーケンスを消去することができます。

1.	 SEQ EDITモードのMOTION CLEARにいることを確認します。
ディスプレイには“MOTION CLEAR”と表示されます。ここでは、モーション・シーケンスを
1つずつ消去します。

TIP	 モーション・シーケンスを消去しないときは、EXITボタンを押します。

2.	ボタン10を押して、消去するモーションを選びます。

3.	 PROGRAM/VALUEノブを回して“CLEAR...?”を選びます。

4.	WRITEボタンを押します。
選んだモーション・シーケンスが消去されます。

5.	 EXITボタンを押します。

6.	続けてモーション・シーケンスを記録する場合はRECボタンを、終了する場合はPLAYボタ
ンを押してください。

TIP	 モーション・シーケンスを一度にすべて消去するときは、SEQ EDITモードのボタン7、
“Motion Clear”で行います。詳しくは、「Motion Clear」（p.36）を参照してくだ
さい。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

5

 2

4

3
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シーケンス・データのエディット（ステップ・エディット）
ステップ・エディットでは、録音したシーケンス・データのノート、スライド、そしてモーション・シー
ケンスを変更したり、調節したりすることができます。

1.	 編集するシーケンス・データを含むプログラムを選びます。

2.	MOTION/SLIDE/NOTEスイッチとボタン1～16で、シーケンス・データをエディットします。

MOTION/SLIDE/NOTEスイッチをNOTEにしたとき
ボタン1～16を押すと、そのステップのノートのオン（ボタンが点灯）、オフ（ボタンが消灯）が
切り替わります。オンのステップではノートが再生され、オフのステップではノートが再生さ
れずに休符となります。ただし、ノートが記録されていないステップをオンにすることはでき
ません。

また、ボタンを押しながら鍵盤を弾くと、そのステップにノートが入力されます。隣り合った
複数のボタンを押しながら鍵盤を弾くと、それらのステップはタイでつながります。

TIP	 ボタンを押しながらPROGRAM/VALUEノブを回すと、そのステップのGate Time
を変更することができます。

MOTION/SLIDE/NOTEスイッチをSLIDEにしたとき
ボタン1～16を押すと、そのステップのスライドのオン（ボタンが点灯）、オフ（ボタンが消灯）
が切り替わります。

スライドがオンのステップでは、次のステップとの間にスライド効果がかかります。スライド
効果のかかり具合はPROGRAM EDITモードで調節することができます。詳しくは、「Slide 
Time」（p.31）を参照してください。

MOTION/SLIDE/NOTEスイッチをMOTIONにしたとき
ディスプレイには“MOTION VIEW”と表示され、プログラムに保存されているモーションが
グラフで表示されます。

ボタン1～16を押すと、そのステップのモーションのオン（ボタンが点灯）、オフ（ボタンが消
灯）が切り替わります。ただし、モーションが記録されていないステップをオンにすることは
できません。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

2

 2

1
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また、１つのボタンを押しながらノブを回すと、そのステップにモーションが記録されます。複
数のボタンを押しながらノブを回すと、それらのステップにモーションが記録されます。

例えば、ボタン３と5を押しながらLFOのINTノブを回して50％に設定すると、ステップ3と5
のそれぞれにLFOのINT 50％が記録されます。リアルタイム・レコーディングでのモーショ
ン・シーケンスを記録するときは、連続的に変化する値しか記録できませんが、この機能を
使うとステップごとに変化するモーションを記録することができます。

シーケンサーの再生中にRECボタンを押し、ノブやスイッチを動かすと、モーション・シーケ
ンスを記録することができます。

SHIFTを押しながらボタン1～16を押すと、そのステップのアクティブ・ステップのオン(ボタン
が点灯)、オフ(ボタンが消灯)が切り替わります。シーケンスの再生やステップ・レコーディン
グではアクティブ・ステップがオフのステップはスキップされるようになります。

3.	 録音されているステップ数が終わると自動的にエディットが終了します。

その他の編集
ステップ・シーケンサーを録音する際のStep Length、Step Resolutionなどのパラメーターの
設定や、シーケンス・データの消去、モーション・シーケンスのエディットや消去は、SEQ EDIT
モードで行います。詳しくは、「SEQ EDITモード」(p.35)を参照してください。
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エディット・モード

本機は、主要なパラメーターのほとんどをパネル上のノブやスイッチでエディットすることができ
ますが、それ以外の詳細なパラメーターはエディット・モードで設定します。

エディット・モードには、PROGRAM EDITモード、SEQ EDITモード、GLOBAL EDITモード
があります。

エディット・モードへの入り方

1.	 EDIT MODEボタンを押します。
ディスプレイには各エディット・モードが表示され、ボタンが点灯します。

2.	 EDIT MODEボタンを連続して押すか、PROGRAM/VALUEノブを回して、PROGRAM 
EDITモード、SEQ EDITモード、またはGLOBAL EDITモードを選びます。

PROGRAM EDITモード: プログラム名の変更、スライダーへのパラメーターの割り当てを
はじめ、音律の変更やプログラムの初期化など、プログラムに関するエディットを行います。
SEQ EDITモード: BPMの設定、ステップ・シーケンサーに関する設定、シーケンス・データ
の消去などを行います。
GLOBAL EDITモード: チューニング、ノブやスイッチの動きの設定、MIDI等の本体全体に
関わる設定を行います。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

1, 2

2, 5

 3

4, 6
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3.	ボタン1～１6のうち、点灯しているボタンを押します。
各エディット・ページに入り、ディスプレイにはパラメーター名が表示されます。
連続して同じボタンを押すと、ページを切り替えることができます。

各エディット・モードのパラメーターについては、「パラメーター一覧」(p.30)を参照してく
ださい。

4.	PROGRAM EDITモード、SEQ EDITモードのパラメーターを設定したときは、設定を保
存するためにWRITEボタンを押します。
ディスプレイに“Where to write?”と表示されます。

	 PROGRAM EDITモード、SEQ EDITモードのパラメーターを設定したときは、保存
せずに他のプログラムを選ぶと、設定が消えてしまいます。

TIP	 GLOBAL EDITモードのパラメーターは、自動的に設定が保存されるので、この操作
は必要ありません。EXITボタンを押してプレイ・モードに戻ります。

5.	 PROGRAM/VALUEノブで、保存先のプログラムを選びます。
保存しない場合は、EXITボタンを押してプレイ・モードに戻ります。

6.	WRITEボタンを押すと、設定が保存されプレイ・モードに戻ります。
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パラメーター一覧
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PROGRAM EDITモード
ボタン5 (PORTAMENTO)
Portamento Time	 [Off, 0...127]

ポルタメントのかかり具合を調節します。

Off: ポルタメントはかかりません。
値が大きいほどポルタメントの時間が長くなります。

Portamento Mode	 [Auto, On]

Auto: 音をつなげて演奏したときにポルタメントがかかります。
On: 一度鍵盤を離し、その後ノート・オンした場合でもポルタメントがかかります。

Slide Time	 [0%...100%]

スライドの長さを設定します。

値が大きいほどスライドする時間が長くなります。

ボタン6 (SLIDER FUNC)
スライダーに関する設定をします。

Slider Assign	 [PITCH BEND...PORTAMENTO]

スライダーに割り当てるパラメーターを設定します。

割り当てることができるパラメーターは以下となります。
PITCH BEND
GATE TIME
VCO 1 PITCH
VCO 1 SHAPE
VCO 2 PITCH
VCO 2 SHAPE
VCO 1 LEVEL
VCO 2 LEVEL
CUTOFF
RESONANCE
EG INT
ATTACK
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DECAY
LFO RATE
LFO INT
PORTAMENTO

Slider Range	 [–100%...0%...+100%]

スライダーを動かしたときに、パラメーターの変化する幅を調整します。

Bend Range +	 [1 Note...12 Note]

Slider AssignをPITCH BENDにした場合、スライダーをプラス（右方向）に動かしたときに、ど
れだけピッチベンドをかけるかを設定します。

Bend Range －	 [1 Note...12 Note]

Slider AssignをPITCH BENDにした場合、スライダーをマイナス（左方向）に動かしたときに、
どれだけピッチベンドをかけるかを設定します。

ボタン7 (PITCH SETTINGS)
Microtuning	 [Equal Temp...Reverse, AFX 001...006, USER SCALE 1...6, USER OCTAVE 1...6]

プログラムのマイクロチューニングを設定します。

プリセット・チューニングや自分でエディットしたユーザー・チューニングから選ぶことができます。

Equal Temp（平均律）: 一般的に広く使われている音律で、各半音のピッチの変化幅が同じに
なっています。
Pure Major（純正律長音階）: 選んだ主調和音のメジャー・コードが完全に調和する音律です。
Pure Minor（純正律短音階）: 選んだ主調和音のマイナー・コードが完全に調和する音律です。
Pythagoras（ピタゴラス）: 古代ギリシャの音階で、特にメロディー演奏に効果的です。5度は純
正ですが、その他の音程、特に長3度が純正ではありせん。
Werkmeister（ヴェルクマイスターⅢ）: 後期バロック時代に用いられた平均律的な音階の1つ
です。
Kirnberger（キルンベルガーⅢ）: 主にハープシコードのチューニングに使用されます。
Slendro（スレンドロ）: 1オクターブを5音で構成するインドネシアのガムラン音階です。
Pelog（ペロッグ）: 1オクターブを7音で構成するインドネシアのガムラン音階です。
Ionian（イオニアン）: 1オクターブを7音で構成する長音階です。
Dorian（ドリアン）: 1オクターブを7音で構成するエオリアンの6thの音を半音上げた音階です。
Aeolian（エオリアン）: 1オクターブを7音で構成する自然短音階です。
Major Penta: メジャー・ペンタトニック音階です。
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Minor Penta: マイナー・ペンタトニック音階です。
Reverse: C4を基準に上下が逆になっている音階です。
AFX 001...006: Aphex Twin作成のオリジナル音階で、全音域を設定しています。
DC 001...003: Dorian Concept作成のオリジナル音階で、全音域を設定しています。
USER SCALE 1...6: 全音域のピッチを、平均律を基準に半音単位、セント単位で調節できる音
階です。設定については、「マイクロチューニング機能」（p.47）を参照してください。
USER OCTAVE 1...6: 1オクターブ（C～B）のピッチを、平均律を基準に半音単位、セント単位
で調節できる音階です。設定については、「マイクロチューニング機能」（p.47）を参照してくだ
さい。

Scale Key	 [－12 Note...＋12 Note]

Microtuningで設定した音階のキーを設定します。

プリセット・チューニングはＣキーで使うようになっていますが、これをＣ以外のキーで使用した
い場合にこのScale Keyを調節します。例えばＤキーで使用したい場合は、Scale Keyを+2に
設定します。

ただし、マイクロ・チューニングをEqual Temp（平均律）に設定しているときは、ここの設定は無
効になります。

Program Tuning	 [－50 Cent...＋50 Cent]

プログラムのチューニング（調律）をセント単位（半音=100セント）、±50セントの範囲で設定し
ます。

ボタン8 (OTHER SETTINGS)
LFO BPM Sync	 [Off, On]

LFOの周波数をシーケンサーのBPMに同期するかどうか選びます。

Off: 同期しません。LFO RATEノブを回したときに、LFO Rateの値は0～1023の範囲で連続
で変化します（p.21「RATEノブ」）。
On: 同期します。LFO RATEノブを回したときに、LFO Rateの値は非連続で変化し、LFOの
MODEスイッチの設定によって異なります（p.20「MODEスイッチ」）、（p.21「RATEノ
ブ」）。
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Cutoff Key Track	 [0%...100%]

キーボード・トラック（鍵盤を弾く位置）によって、カットオフ周波数を変化させます。

0%: キーボード・トラックの効果は得られません。
50％: カットオフ周波数の変化量は100％と比べ半分になります。例えば、C5を弾くとC4より
カットオフ周波数が増4度高くなります。
100％: C4を中心に鍵盤で演奏したピッチと同じ傾きで、カットオフ周波数が変化します。例え
ば、C5を弾くとC4よりカットオフ周波数が1オクターブ上になります。

Cutoff Velocity	 [0%...100%]

ベロシティ（鍵盤を弾く強さ）によって、カットオフ周波数を変化させます。

0％: ベロシティの効果は得られません。
50％: 100%と比べ効果が半分になります。
100％: 鍵盤を強く弾いたときはカットオフ周波数が高くなり、弱く弾いたときはカットオフ周波
数が低くなります。

Amp Velocity	 [0...127]

鍵盤のベロシティによってどれぐらい音量を変化させるか設定します。

0: ベロシティの効果はありません。
値が大きいほどベロシティの効果が強くなります。

Program Level	 [－25...＋25]

プログラムの音量の大きさを設定します。他のプログラムとの相対的な音量を調節するときに
使用します。

値が大きいほど音量が大きくなります。

ボタン9 (PROGRAM NAME)
プログラム名（最大12文字）を付けることができます。

ボタン1を押してカーソルを動かした後、PROGRAM/VALUEノブを回して文字を選んでください。



35

ボタン11 (INITIALIZE)
プログラムを初期化します。

PROGRAM/VALUEノブを回すと、ディスプレイに“Press WRITE”と表示され、WRITEボタン
が点滅します。
WRITEボタンを押すとプログラムが初期化され、ディスプレイに“Initialized”と表示されます。

ボタン12 (DUMP)
PROGRAM DUMPを送信します。

PROGRAM/VALUEノブを回すと、ディスプレイに“Press WRITE”と表示され、WRITEボタン
が点滅します。
WRITEボタンを押すと本機のMIDI OUT端子とUSB B端子からプログラム・ダンプのエクスク
ルーシブが送信され、ディスプレイに“Program Dump”と表示されます。

SEQ EDITモード
ボタン5 (BPM)
BPM	 [10.0...600.0]

シーケンサーのテンポをBPM（Beats Per Minute）で設定します。

ボタン6 (SEQ PARAMETER)
シーケンサーに関する設定をします。

Step Length	 [1...16]

ステップ・シーケンサーのステップ数を設定します。

TIP	 ステップ・レコーディング中にPROGRAM/VALUEノブを回してもステップ数を設定
できます。
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Step Resolution	 [1/16, 1/8, 1/4, 1/2, 1/1]

ステップ・シーケンサーの1ステップの長さを設定します。

1/16: 1ステップが16分音符の長さになります。
1/1: 1ステップが1小節の長さになります。和音などを長く演奏するときなどに使用します。

Swing	 [－75%...+75%]

スイングの度合いを設定します。

Default Gate Time	 [0%～100%]

​ステップ・レコーディングやステップ・エディットでノート入力するときのGate Timeのデフォルト
値を設定します。

ボタン7 (SEQ CLEAR)
シーケンス・データの消去を行います。

All Clear

シーケンス・データに含まれるノートとモーション・シーケンスをすべて消去します。

PROGRAM/VALUEノブを回すと、ディスプレイに“Press WRITE”と表示され、WRITEボタン
が点滅します。
WRITEボタンを押すと消去が実行され、ディスプレイに“All Cleared”と表示されます。

Motion Clear

シーケンス・データに含まれるすべてのモーション・シーケンスを消去します。

PROGRAM/VALUEノブを回すと、ディスプレイに“Press WRITE”と表示され、WRITEボタン
が点滅します。
WRITEボタンを押すと、すべてのモーション・シーケンスが消去され、ディスプレイに“Motion 
Cleared”と表示されます。
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ボタン10 (MOTION CLEAR)
MOTION CLEAR

ボタン7の“Motion Clear”とは異なり、ここではMotion 1～4を1つずつ削除します。

ボタン10を押して、削除するモーション・シーケンスを選びます。
PROGRAM/VALUEノブを回して“CLEAR…?”と表示させると、WRITEボタンが点滅します。
WRITEボタンを押すと消去が実行され、ディスプレイに“Cleared”と表示されます。

TIP	 SHIFTボタンを押すと、押している間はMOTION VIEWの画面となり、記録された
モーション・シーケンスの波形を見ることができます。

ボタン11 (MOTION ENABLE)
MOTION ENABLE	 [OFF, ON]

Motion 1～4をそれぞれ有効にするかどうかを選びます。

ボタン11を押して設定するモーション・シーケンスを選びます。
PROGRAM/VALUEノブを回して“OFF”または“ON”を選びます。

OFF: モーション・シーケンスは無効となり、パラメーターが変化しません（モーション・シーケン
スの記録は削除されません）。

TIP	 SHIFTボタンを押すと、押している間はMOTION VIEWの画面となり、記録された
モーション・シーケンスの波形を見ることができます。

ボタン12 (MOTION SMOOTH)
​MOTION SMOOTH	 [OFF, ON]

Motion 1～4のモーション・シーケンスをそれぞれ滑らかに変化させるかどうかを設定します。

ボタン12を押して設定するモーション・シーケンスを選び、PROGRAM/VALUEノブを回して
“OFF”または“ON”を選びます。

OFF: モーション・シーケンスは階段状に音色が変化します。
ON: モーション・シーケンスはなめらかに変化し、スムーズに音色が変化します。

TIP	 SHIFTボタンを押すと、押している間はMOTION VIEWの画面となり、記録された
モーション・シーケンスの波形を見ることができます。
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GLOBAL EDITモード
GLOBAL EDITモードは、全体に関わる設定を行います。

ボタン3 (GLOBAL 1)
ここの設定はオシレーター1と2を共用で、オシレーターのピッチ（音の高さ）に関する設定をしま
す。目的の音の高さになるように、マスター・チューンやトランスポーズを設定します。

Master Tune	 [－50 Cent...+50 Cent]

全体の基本となるチューニング（調律）をセント単位（半音=100セント）、±50セントの範囲で設
定します。

0: MicrotuningでEqual Tempを設定したときは、A4=440Hzとなります。

Transpose	 [－12 Note...+12 Note]

音のピッチを半音単位で設定します。設定できる範囲は上下1オクターブです。

ボタン4 (GLOBAL 2)
ノブやローカル･コントロール、ベロシティなどの基本的な動きを設定します。

Metronome	 [Off, On]

リアルタイム・レコーディング時にメトロノームを鳴らすどうかを設定します。

Knob Mode	 [Jump, Catch, Scale]

フロント･パネル上のノブの動きを設定します。

Jump: ノブを回すと、パラメーターの値はノブが⽰す値にジャンプします。エディット時には効果
がわかりやすいので、この設定をおすすめします。
Catch: ノブを回しても、パラメーターの値はノブが⽰す値と⼀致するまで変化しません。演奏
時など唐突に⾳が変化しないようにする場合に、この設定をおすすめします。
Scale: ノブを回すと、パラメーターの値が操作⽅向と同じ⽅向へ相対的に増減します。ノブが
両端に到達するときにパラメーターの値も最大や最⼩になる割合で動作し、ノブとパラメーター
の値が⼀致すると、それ以降はノブとパラメーターの値が連動します。
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パラメーターの値が変わらないとき
ノブを左右に操作してもパラメーターの値が変わらなかったり、モーション・シーケンスの記
録が始まらなかったりする場合があります。このときは、Knob Modeが“Catch”に設定さ
れています。

“Catch”に設定した場合、エディットするパラメーターの実際の値（ディスプレイに表示さ
れている値）とノブの位置とが合うまでは値が変化しません。ノブを操作したときに急激な
値の変化によって、不自然にサウンドが変化することがないよう、ノブの位置が実際の位置
と同じになったときから、ノブと値が連動して変化します。

例えば、ノブを回してパラメーターをエディットしたときに、ノブが右図のよう
な位置になったとします。

プログラムを切り替えたとき、パラメーターの実際の値が図に示す三角の位
置だったとします。
このときは、ノブを回してその位置になるまで、パラメーター値が変わりません。

実際の値を示す位置にノブが到達すると、それ以降はパラメーター値とノブ
が連動して値が変わります。

Audio In	 [Off, On]

Audio Inを有効にするかどうかを設定します。

Off: 音声が入力されてもミュートされます。

Local SW	 [Off, On]

本体鍵盤で内蔵の音源をコントロールするかどうかを選びます。通常はOnにしますが、外部の
シーケンサー等と接続したときに、それらのエコー･バックによって二重に音が鳴るときはOffにし
ます。

Off: 本体の鍵盤と音源部を切り離します。
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Velocity Curve	 [Type 1...8, Const 127]

本体鍵盤のベロシティ（打鍵の強さ）による音量や音色の変化のしかたを選びます。

Type 1 強く弾いたときに効果を得ることができるカーブ

Type 2, 3 　　｜

Type 4 標準的なカーブ

Type 5 　　｜

Type 6 あまり強く弾かなくても効果を得ることができるカーブ

Type 7 中打鍵時は変化が小さく、ほぼ一定の効果を得ることができるカーブ

Type 8 中打鍵時は変化が小さく、ほぼ一定の効果を得ることができるカーブ（７より
もフラットになる）

Const 127 常に最大のベロシティで発音する

Type 7、8のカーブは中打鍵時の変化が小さいので、ベロシティを必要としない場合や音の強
さを揃える場合に向いていますが、弱打鍵時の変化が大きくコントロールが難しくなっていま
す。選ぶカーブは、ベロシティの強さや得たい効果によって使い分けてください。

127

64

6
5

4
3

2
1

1

8
7

Soft Keyboard Strong
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ボタン5 (GLOBAL 3)
SYNC IN/SYNC OUT端子に関する設定をします。

Sync In Unit	 [16th Note, 8th Note]

SYNC IN端子に入力された1パルスに対し、どれだけシーケンサーが進むかを設定します。

16th Note: 1パルスにつき16分音符進みます。
8th Note: 1パルスにつき8分音符進みます。

TIP	 SEQ EDITモードのStep Resolutionを1/16にしたときは、16分音符が1ステップ、8
分音符が2ステップになります。

Sync Out Unit	 [16th Note, 8th Note]

シーケンサーがどれだけ進んだときに、SYNC OUT端子から1パルスを出力するかを設定しま
す。

16th Note: 16分音符進んだときに1パルスを出力します。
8th Note: 8分音符進んだときに1パルスを出力します。

TIP	 SEQ EDITモードのStep Resolutionを1/16にしたときは、16分音符が1ステップ、8
分音符が2ステップになります。

Sync In Polarity	 [Rise, Fall]

SYNC IN端子の極性を設定します。

Rise: 波形の立ち上がりで同期します。
Fall: 波形の立ち下がりで同期します。

Sync Out Polarity	 [Rise, Fall]

SYNC OUT端子の極性を設定します。

Rise: 波形の立ち上がりで同期します。
Fall: 波形の立ち下がりで同期します。
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ボタン6 (GLOBAL 4)
MIDIに関する設定をします。

MIDI Ch	 [1...16]

本機のMIDIチャンネルを設定します。

チャンネル・メッセージやダンプの送受信に、このMIDIチャンネルを使用します。本機のMIDIチャ
ンネルと接続先の機器のMIDIチャンネルを合わせてください。

Clock Source	 [Auto (USB), Auto (MIDI), Internal]

シーケンサー再生時にどのクロックに同期するかを設定します。

Auto (USB)、Auto (MIDI): 入力がないときは内部クロックに、入力があったときはそれぞれ
USB B端子とMIDI IN端子からのクロックに同期します。
Internal: 内部クロックに同期します。

	 MIDIのクロック設定に関わらず、SYNC IN端子にシンク・ケーブルが挿入されている
場合はSYNC IN入力に同期します。

En Rx Transport	 [Off, On]

MIDIシステム・リアルタイム・メッセージのうち、Transport関連（スタート、ストップ、コンティ
ニュー）の受信を有効にするかどうかを設定します。

MIDI Route	 [USB+MIDI, USB]

MIDIメッセージのルーティングを設定します。

USB+MIDI: 入力はUSB B端子とMIDI IN端子からのメッセージを両方とも受信し、出力は両
方に送信されます。
USB: USB B端子のみで送受信します。USB MIDIインターフェイスとして使用する場合は、こ
の設定が便利です。
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ボタン7 (GLOBAL 5)
MIDI Rx Prog Chg	 [Off, On]

プログラム・チェンジのMIDIメッセージを受信するかどうかを設定します。

MIDI Rx CC	 [Off, On]

コントロール・チェンジのMIDIメッセージを受信するかどうかを設定します。

TIP	 CC#120以降は、この設定の対象外です。

MIDI Rx Pitch Bend	 [Off, On]

ピッチ・ベンドのMIDIメッセージを受信するかどうかを設定します。

MIDI Tx Prog Chg	 [Off, On]

プログラム・チェンジのMIDIメッセージを送信するかどうかを設定します。

MIDI Tx CC	 [Off, On]

コントロール・チェンジのMIDIメッセージを送信するかどうかを設定します。

MIDI Tx Pitch Bend	 [Off, On]

ピッチ・ベンドのMIDIメッセージを送信するかどうかを設定します。
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ボタン8 (GLOBAL 6)
本機で使用する電池の種類、ディスプレイや電源に関する設定をします。

Battery Type	 [Alkaline, Ni-MH]

電池の残量を正しく検出するために、使用する電池に合わせて設定します。

Alkaline: アルカリ乾電池を使用します。
Ni-MH: ニッケル水素電池を使用します。

	 ACアダプター（別売）を接続している場合は、残量が正しく表示されません。

Auto Power Off	 [Off, On]

オート・パワー・オフ機能を有効にするかどうかを設定します。

Off: オート・パワー・オフ機能は無効になります。
On: 本体を操作しない状態で4時間経過すると、自動的に電源が切れます。詳しくは、「オート・
パワー・オフ機能」(p.7)を参照してください。

Parameter Disp	 [Normal, All]

Normal: ピッチに関するノブやMOTION/SLIDE/NOTEスイッチの切り替えなど、主要な情報
のみをディスプレイに表示します。
All: MASTERノブ以外のノブを動かしたときには値が、スイッチを切り替えたときには設定が
表示されます。オリジナルの値とほぼ一致したとき、値の右に“*”を、近い値またはオリジナルの
値をまたぐ操作をしたときは“→”、“←”を表示します。
ノブとスイッチを操作したときに表示します。エディット・モード時は表示しません。

Brightness	 [1...10]

ディスプレイの明るさを設定します。

	 大きな値に設定して使用し続けると、ディスプレイの寿命に影響します。

Oscilloscope	 [Disable, Enable]

オシロスコープ機能を有効にするかどうかを設定します。

Disable: ディスプレイにプログラム名が表示されます。
Enable: ディスプレイには、音が電気信号の波形として表示されます。
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ボタン10 (USER SCALE)
USER SCALE 1...6

全音域のピッチを、平均律を基準に半音単位、セント単位で調節します。

PROGRAM/VALUEノブを回すと、セント単位で設定できます。また、SHIFTボタンを押しなが
らPROGRAM/VALUEノブを回すと、半音（100セント）単位で設定できます。詳しくは、「マイク
ロチューニング機能」(p.47)を参照してください。

	 このパラメーターを表示しているときは、マイクロチューニングのシステム・エクスク
ルーシブを受信できます。メッセージで指定されるナンバーに関係なくエディット中
のスケールの内容を上書きします。

ボタン11 (USER OCTAVE)
USER OCTAVE 1...6

1オクターブ（C～B）のピッチを、平均律を基準に半音単位、セント単位で調節します。

PROGRAM/VALUEノブを回すと、セント単位で設定できます。また、SHIFTボタンを押しなが
らPROGRAM/VALUEノブを回すと、半音（100セント）単位で設定できます。詳しくは、「マイク
ロチューニング機能」(p.47)を参照してください。

	 このパラメーターを表示しているときは、マイクロチューニングのシステム・エクスク
ルーシブを受信できます。メッセージで指定されるナンバーに関係なくエディット中
のスケールの内容を上書きします。

ボタン12 (SCALE CLEAR)
USER SCALE 1...6

ボタン10のUSER SCALE 1～6でエディットした、マイクロチューニングを初期化します。

ボタン12を押して、初期化するマイクロチューニングを選びます。PROGRAM/VALUEノブを回
すとディスプレイに“Press WRITE”と表示されますので、WRITEボタンを押します。

USER OCTAVE 1...6

ボタン11のUSER OCTAVE 1～6でエディットした、マイクロチューニングを初期化します。

ボタン12を押して、初期化するマイクロチューニングを選びます。PROGRAM/VALUEノブを回
すとディスプレイに“Press WRITE”と表示されますので、WRITEボタンを押します。
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ボタン13 (SCALE DUMP)
USER SCALE 1...6

ボタン10のUSER SCALE 1～6でエディットしたマイクロチューニングを、一般的なシステム・エ
クスクルーシブとして送信します。

ボタン13を押して、システム・エクスクルーシブとして送信するマイクロチューニングを選びま
す。PROGRAM/VALUEノブを回すとディスプレイに“Press WRITE”と表示されますので、
WRITEボタンを押します。

USER OCTAVE 1...6

ボタン11のUSER OCTAVE 1～6でエディットしたマイクロチューニングを、一般的なシステム・エ
クスクルーシブとして送信します。

ボタン13を押してシステム・エクスクルーシブとして送信するマイクロチューニングを選びま
す。PROGRAM/VALUEノブを回すとディスプレイに“Press WRITE”と表示されますので、
WRITEボタンを押します。

ボタン15 (ALL DUMP)
本機に含まれるプログラム、Globalのすべてのデータを送信します。

All Dump (USB)

PROGRAM/VALUEノブを回すとディスプレイに“Press WRITE”と表示され、WRITEボタン
が点滅します。

WRITEボタンを押すとUSB B端子でダンプ・データが送信され、ディスプレイに
“Transmitting”と表示されます。このとき転送に約10秒かかります。

	 USBケーブルが接続されていない、PC側でMIDI INポートがオープンにされていな
い、などの場合は送信できません。

All Dump (MIDI)

PROGRAM/VALUEノブを回すとディスプレイに“Press WRITE”と表示され、WRITEボタン
が点滅します。

WRITEボタンを押すとMIDI OUT端子からダンプ・データが送信され、ディスプレイに
“Transmitting”と表示されます。このとき転送に約30秒かかります。
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その他

チューニング
本機はアナログ楽器の特性で、温度などの環境変化によるピッチや音色のずれが生じないよ
う、自動補正するオート・チューニング機能を搭載しています。

電源を入れた直後から継続して発音を続けると、ピッチや音色が少しずつ変化することがありま
す。ピッチのずれが気になるときは、以下の手順でチューニングしてください。これにより、強制
的にチューニングが行われます。

1.	 SHIFTボタンを押しながらRECボタンを押します。
チューニングが開始され、ディスプレイに“Tuning...”と表示されます。
チューニングには約15秒かかります。

	 チューニング中は、一時的に演奏できなくなります。

マイクロチューニング機能
マイクロチューニングとは、通常平均律で調律されている鍵盤の音律を、平均律以外の音律に変
更します。

本機では、プリセットのマイクロチューニングを搭載しているほか、オリジナルのマイクロチューニ
ングを作ることもできます。

エディット可能なマイクロチューニングは12あります。そのうち6つは、すべてのノートのピッチ
を設定するUSER SCALEで、残りの6つはオクターブごとに同じチューニングが繰り返される
USER OCTAVEです。

本機は、プログラムごとにマイクロチューニングを選択することができます。詳しくは
PROGRAM EDITモードの「Microtuning」（p.32）を参照してください。

マイクロチューニングのエディット

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

1

4

 2
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ここでは、USER SCALE 3をエディットしてみましょう。

1.	 EDIT MODEボタンで、GLOBAL EDITモードに入ります。

2.	ボタン10を3回押します。
ディスプレイに、USER SCALE 3が表示されます。

3.	エディットするノートを鍵盤で弾きます。
ディスプレイに、ノート名が表示されます。

この画面を表示しているときは、エディット中のマイクロチューニングで発音されます。

TIP	 複数の鍵盤を押すことで、最大４つのノートを同時にエディットすることもできます。

4.	PROGRAM/VALUEノブを回して、そのノートを平均律から何セントずらして発音するか
を設定します。

SHIFTボタンを押しながらPROGRAM/VALUEノブを回すと、ノート名をずらして発音す
るよう設定することもできます。

USER OCTAVEをエディットするときは、上記の手順２で、ボタン11を押してUSER OCTAVE
の画面を表示させてから、手順3以降を行ってください。
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工場出荷時の状態に戻す
プリセット・プログラム、本機全体に関連する設定を、工場出荷時の設定に戻すことができます。

1.	 本機の電源をオフにします。

2.	WRITEボタンとEXITボタンを押しながら、電源をオンにします。
ディスプレイに“FACTORY RESET”と表示されます。

3.	 PROGRAM/VALUEノブで、工場出荷時に戻す項目を選びます。
PRESET: プリセット・プログラム（プログラム1～80）が工場出荷時の状態に戻ります。

	 この操作を行うと、プリセット・プログラムが工場出荷時の状態に書き替わります。プ
リセット・プログラムを残しておく場合は、事前にWRITEボタンでユーザー・プログラム
（プログラム81～100）に保存しておいてください。

GLOBAL: GLOBALの設定が工場出荷時の状態に戻ります。GLOBALの設定には、フェイ
バリット・プログラムの登録も含まれます。

ALL: プリセット・プログラム（プログラム1～80）、ユーザー・プログラム81～100、GLOBAL、
マイクロチューニングの設定がすべて工場出荷状態に戻ります。

	 すべてのデータが工場出荷時の状態に書き替わります（保存したユーザー・プログラ
ムは消去されます）ので、十分注意してください。

4.	WRITEボタンを押します。
ディスプレイに“Are you sure?”と表示されます。

5.	 PROGRAM/VALUEノブで“Yes”を選び、WRITEボタンを押します。
工場出荷時のデータが本機にロードされ、工場出荷時の状態に戻ります。

TIP	 キャンセルする場合は、EXITボタンを押すか、PROGRAM/VALUEノブで“No”を
選びWRITEボタンを押します。

	 データのロード中は、絶対に電源をオフにしないでください。



50

SHIFTボタンを使ったショートカット
SHIFTボタンと他のボタン類を同時に操作することで、ダイレクトに便利な機能を使うことがで
きます。

機能 SHIFTボタン  + 

パネル情報のロード 
(LOAD PNL)

プレイ・モード時
PLAYボタン

選んだプログラムにフロント・パネルのスイッチ、ノブの
状態を読み込む。
フロント・パネル上の設定とサウンドを一致させるときに
使用する。

チューニング.
(TUNING)

プレイ・モード時
RECボタン

本機は、発音していないときに内部でオート・チューニ
ングを行っているが、音程のずれが気になったときに
はプレイ・モードでこの機能を実行し、チューニングを
し直すことができる。
電源をオンにした直後は、内部の温度変化が大きく
チューニングがずれやすくなる。
間違えてチューニングを実行した場合、他の操作をす
る前にもう一度SHIFTボタンを押しながらRECボタ
ンを押すと、実行を取り消すことができる。

シーケンス・データの
消去.
(SEQ CLR)

プレイ・モード時
RESTボタン

選んだプログラムのシーケンス・データを消去する（シー
ケンス・データにはノートとモーション・シーケンスの設
定が含まれる）。
間違えてシーケンス・データを消去した場合、他の操作を
する前にもう一度SHIFTボタンを押しながらRECボタン
を押すと、実行を取り消すことができる。

アクティブ・ステップ
の設定
(ACT.STEP）

プレイ・モード時
ボタン1～16ボタン

アクティブ・ステップのオン、オフを切り替える。

EG、LFOのINTの
設定.
(MINUS)

プレイ・モード時
EGのINTノブ
LFOのINTノブ

マイナスの値を変更できる。

プログラムの選択
プレイ・モード時
PROGRAM/VALUEノブ

現在選ばれているプログラムの10個前、または10個後ろ
のプログラムを選択する。

マイクロチューニング
のエディット

GLOBAL EDITモードの
USER SCALE、USER 
OCTAVE時
PROGRAM/VALUEノブ

100セント（半音）単位で設定できる。

VCO 2のPITCHの
設定

プレイ・モード時
VCO 2のPITCHノブ

100セント（半音）単位で設定できる。
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MIDI機器と一緒に使う

MIDIとはMusical Instrument Digital Interfaceの略で、電子楽器やコンピューターの間で、演
奏に関するさまざまな情報をやり取りするための世界共通の規格です。
MIDI機器同士をMIDIケーブルなどで接続することで、異なるメーカーの電子楽器やコンピュー
ターとの間で演奏情報のやり取りをすることができます。
本機は、コンピューターとの接続にUSBケーブルを使用することもできます。また、サウンドを
変化させるおもなパラメーターには、MIDIコントロール・チェンジ・ナンバー（CC#）が割り当てら
れており、外部MIDIシーケンサーなどでそれらをコントロールしながら、音源部を発音させるこ
とができます。さらに、フロント・パネルのノブやボタンを操作することによって、それらのコント
ロール・チェンジ・メッセージを送信して外部MIDI機器をコントロールできます。
その他に、外部MIDIシーケンサーなどのMIDIクロックに、本機のテンポを同期させることがで
き、演奏に追従するように変化させることができます。

MIDI機器/コンピューターとの接続
本機から外部MIDI音源をコントロールする場合
本機の鍵盤やコントローラー、シーケンサーなどで、外部MIDI音源を発音させたりコントロール
したりする場合は、本機のMIDI OUT端子と外部MIDI音源のMIDI IN端子をMIDIケーブルで接
続します。

MIDI OUT MIDI IN

MIDI tone generator

monologue
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外部MIDI機器から本機をコントロールする場合
他のMIDIキーボードやシーケンサーなどで、本機の音源を発音させたりコントロールしたりする
場合は、外部MIDI機器のMIDI OUT端子と本機のMIDI IN端子をMIDIケーブルで接続します。

外部MIDIシーケンサーやコンピューター等と接続する場合
本機での鍵盤演奏を外部MIDIシーケンサー/コンピューター（MIDIインターフェイスで接続）に
レコーディングしてから、レコーディング時のモニターやプレイバック時に本機を発音させる場合
や、本機を入力用キーボード兼MIDI音源として使用する場合は、本機と外部MIDIシーケンサー/
コンピューターのMIDI OUT端子とMIDI IN端子を相互に接続します。

	 MIDIインターフェイス機器によっては、本機のMIDIエクスクルーシブ・メッセージを送
受信できない場合があります。

TIP	 コンピューターとの接続にはUSB端子を使用するのが便利です。

MIDI IN MIDI OUT

MIDI keyboard

monologue

MIDI IN MIDI OUT

MIDI OUT

MIDI IN

Computer

MIDI interface

monologue
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コンピューターとUSB接続する場合
USB接続するときは、コンピューターにKORG USB-MIDIドライバーをインストールする必要が
あります。コルグ・ウェブサイトよりKORG USB-MIDIドライバーをダウンロードし、付属のドキュ
メントに従ってインストールしてください。

	 MIDI接続またはUSB接続で、どちらかが正常に動作しない場合は、GLOBAL 
EDITモードのボタン6“MIDI Route”の設定を確認してください（p.42「MIDI 
Route」）。

接続後のMIDIに関する各設定
MIDIチャンネルの設定
外部MIDI機器を接続してデータをやり取りするときは、本機のMIDIチャンネルと外部MIDI機器
のMIDIチャンネルを合わせる必要があります。

本機のMIDIチャンネルは、GLOBAL EDITモードのボタン6“MIDI Ch”で設定してください
（p.42「MIDI Ch」）。

TIP	 外部MIDI機器の同期に関する設定は、ご使用になる機器の取扱説明書を参照してく
ださい。

外部MIDIシーケンサーやコンピューター接続時のMIDIのロー
カル設定
外部MIDIシーケンサーやコンピューター等と接続する場合、外部MIDIシーケンサーやコン
ピューターのエコー・バックがオンで、本機のローカル・コントロールがオンの状態になっている
と、本機の鍵盤を弾いたときに演奏データが外部MIDIシーケンサーに送信され、これらのエ
コー･バックで本機の音源が発音することになります。このように鍵盤を弾くことによる発音とエ
コー･バックによる発音とで二重に発音するのを防ぐためには、本機のGLOBAL EDITモードの
ボタン4“Local SW”をOffにします（p.39「Local SW」）。
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MIDIフィルターの設定
プログラム・チェンジ、コントロール・チェンジ、ピッチ・ベンドを送受信する、しないを設定するこ
とができます。
これらの設定は、「ボタン7 (GLOBAL 5)」（p.43）を参照してください。

シーケンサーの同期演奏
本機のシーケンサーをマスター（コントロールする側）にするか、スレーブ（コントロールされ
る側）にするかは、GLOBAL EDITモードのボタン6“Clock Source”を設定します（p.42
「Clock Source」）。

TIP	 外部MIDI機器の同期に関する設定は、ご使用になる機器の取扱説明書を参照してく
ださい。

本機をマスター、外部MIDI機器をスレーブとする場合

本機のMIDI OUT端子と外部MIDI機器のMIDI IN端子を接続します。

本機のGLOBAL EDITモードのClock Sourceで“Internal”に設定し、外部MIDI機器は外から
MIDIクロックを受信するように設定します。本機はマスターとなり、本機のTEMPOノブで設定
したBPMでMIDIタイミング・クロックを送信し、外部MIDI機器（シーケンサーやリズム・マシンな
ど）が動作します。

外部MIDI機器をマスター、本機をスレーブとする場合

本機のMIDI IN端子と外部MIDI機器のMIDI OUT端子を接続します。

本機のGLOBAL EDITモードのClock Sourceで“Auto (MIDI）”に設定し、外部MIDI機器で
MIDIクロックを送信するように設定します。

本機は、MIDIタイミング・クロックを受信すると自動的にスレーブになり、外部MIDI機器（シーケ
ンサーやリズム・マシンなど）のテンポでシーケンサーが動作します。

TIP	 本機のClock Sourceを“Auto (USB)”または“Auto (MIDI)”に設定していても、外
部からクロックが入力されなければ、本機は自動的に“Internal”として動作します。
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プログラム・リスト

No. Program Name Category Slider Assign Author
1 <afx acid3> Bass PITCH BEND Aphex Twin
2 Injection Bass PITCH BEND KORG Inc.
3 Anfem Hit CUTOFF Sharooz
4 <wavetable> Bass GATE TIME Aphex Twin
5 Lu-Fuki Bass PITCH BEND Yebisu303
6 Fake3OSC Hit PITCH BEND Yebisu303
7 Arc Lead Lead PITCH BEND KORG Inc.
8 <Flute> Arp PITCH BEND Aphex Twin
9 Scoooping SFX PITCH BEND Yebisu303
10 Robot Empire Drum DECAY Yebisu303
11 TeeVeeSaw Bass PITCH BEND Yebisu303
12 <AFX> bAss Bass PITCH BEND Aphex Twin
13 <model 800> Bass PITCH BEND Aphex Twin
14 <epic acid> Bass PITCH BEND Aphex Twin
15 Herd Of Crab Bass PITCH BEND Yebisu303
16 Stonecold Bass CUTOFF Sharooz
17 Dirty Sub Bass PITCH BEND Yebisu303
18 Jungle Sub Bass LFO INT Yebisu303
19 <deep bass> Bass CUTOFF Aphex Twin
20 Hoodie Bass Bass PITCH BEND KORG Inc.
21 StabbyBass Bass PITCH BEND KORG Inc.
22 DistortedSqr Bass EG INT Yebisu303
23 Werq Bass EG INT Sharooz
24 <Ratewobble Bass LFO RATE Aphex Twin
25 StomachWave Bass CUTOFF KORG Inc.
26 Dr.Juice Bass PITCH BEND KORG Inc.
27 Rubber Duck Bass PITCH BEND Yebisu303
28 <HarmonBa> Bass LFO INT Aphex Twin
29 Dark Perc Bass PITCH BEND KORG Inc.
30 Jackathon Bass CUTOFF Sharooz
31 Bosshog Bass VCO1 PITCH Sharooz
32 <Ardkore92> Bass PITCH BEND Aphex Twin
33 <aliasBass> Bass PITCH BEND Aphex Twin
34 <PWM envBA> Bass PITCH BEND Aphex Twin
35 Disemvowel Bass EG INT Sharooz
36 Kickin'B Bass CUTOFF KORG Inc.
37 OIOI Bass PITCH BEND Yebisu303
38 <akunk b> Bass PITCH BEND Aphex Twin
39 Dual Saw Lead PITCH BEND KORG Inc.
40 BitterLead Lead PITCH BEND KORG Inc.

No. Program Name Category Slider Assign Author
41 Syncwave Lead LFO INT Sharooz
42 <Duophony> Lead PITCH BEND Aphex Twin
43 Mono Brass Lead PITCH BEND KORG Inc.
44 <5th brASs> Lead PITCH BEND Aphex Twin
45 Bouncy Balls Lead PITCH BEND Yebisu303
46 Ghost Town Lead PITCH BEND Yebisu303
47 Childhood Lead RESONANCE KORG Inc.
48 On the Moon Lead PITCH BEND KORG Inc.
49 <phaseClks> Lead PITCH BEND Aphex Twin
50 <SyncMtion> Lead VCO1 PITCH Aphex Twin
51 <SyncLAM> Lead PITCH BEND Aphex Twin
52 Arpme Lead Arp PITCH BEND KORG Inc.
53 Squelf Arp VCO1 PITCH Sharooz
54 Milky Way Arp PITCH BEND Yebisu303
55 BrokenArcade Arp PITCH BEND Yebisu303
56 <MT-digArp> Arp PITCH BEND Aphex Twin
57 Chopchoon Arp LFO INT Sharooz
58 FMod Seq Arp PITCH BEND KORG Inc.
59 Tronlines Arp EG INT Sharooz
60 Tech Stab Hit PITCH BEND Yebisu303
61 Pumpdriver Hit LFO RATE KORG Inc.
62 Lfoiled Hit VCO2 PITCH Sharooz
63 < Digisnd > Hit PITCH BEND Aphex Twin
64 <ascension> SFX LFO RATE Aphex Twin
65 <centipede> SFX PITCH BEND Aphex Twin
66 Robotspeak SFX VCO1 PITCH Sharooz
67 Cpu Cycles SFX LFO INT Sharooz
68 Loud Siren SFX PITCH BEND Yebisu303
69 Portrythm SFX PITCH BEND KORG Inc.
70 Dambuster SFX CUTOFF Sharooz
71 <xoc PLAY> SFX LFO RATE Aphex Twin
72 LittleGlitch SFX LFO RATE Yebisu303
73 Hard Run Drum ATTACK Yebisu303
74 <beat&bass> Drum GATE TIME Aphex Twin
75 <bnsbeats1> Drum GATE TIME Aphex Twin
76 <bnsbeats2> Drum DECAY Aphex Twin
77 <bnsbeats3> Drum DECAY Aphex Twin
78 <bnsbeats4> Drum GATE TIME Aphex Twin
79 <bnsbeats5> Drum GATE TIME Aphex Twin
80 <afx beat> Drum GATE TIME Aphex Twin
81

Init Program

...
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All Programs were made by Aphex Twin, Sharooz, Yebisu303 and KORG Inc.

For more information about the authors please visit: 
 - Sharooz

http://www.soundcloud.com/sharooz
 - Yebisu303

https://www.youtube.com/user/yebisu303/
https://soundcloud.com/yebisu303
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仕様

鍵盤：	 25鍵（スリム鍵盤、ベロシティ対応）
音源システム：	 アナログ音源
プログラム数:	 100（工場出荷時は80プリセット・プログラム、20ユーザー・プログラム）、各プ

ログラムにはマイクロチューニングとシーケンス・データの設定を含む
主なシンセ・パラメーター：

MASTER：	DRIVE
VCO 1：	 WAVE（SAW、TRIANGLE、SQUARE）、SHAPE
VCO 2：	 OCTAVE、WAVE（SAW、TRIANGLE、NOISE）、SYNC/RING、PITCH、

SHAPE
MIXER：	 VCO1、VCO2
FILTER：	 CUTOFF、RESONANCE
EG：	 TYPE（A/D、A/G/D、GATE）、ATTACK、DECAY、INT、TARGET

（PITCH、PITCH 2、CUTOFF）
LFO：	 WAVE（SAW、TRIANGLE、SQUARE）、MODE（FAST、SLOW、

1-SHOT）、RATE、INT、TARGET（PITCH、SHAPE、CUTOFF）
シーケンサー：	 16ステップ・モノフォニック・シーケンサー
	 最大4つのパラメーターをモーション・シーケンス可能
マイクロチューニング：	32（20プリセット・チューニング、6ユーザー・スケール、6ユーザー・オクターブ）
	 各マイクロチューニングのキーを設定、調整可能
コントロール：	 パラメーターへ即時アクセス可能な23個の専用パネル・コントロール
	 プログラムごとに異なるパラメーターをコントロール可能なアサイナブル・ス

ライダー
ディスプレイ：	 オシロスコープ機能付き有機ELディスプレイ
入出力端子：	 ヘッドホン端子（6.3mm 標準ステレオ・フォーン・ジャック）
	 OUTPUT端子（6.3mm 標準モノラル・フォーン・ジャック）
	 AUDIO IN端子（6.3mm 標準モノラル・フォーン・ジャック）
	 SYNC IN端子（3.5mm ミニ TS ジャック、最大入力レベル２０V）
	 SYNC OUT端子（3.5mm ミニ TS ジャック、出力レベル5V）
	 MIDI IN端子
	 MIDI OUT端子
	 USB B端子
電源：	 単３形電池（アルカリまたはニッケル水素）6本、またはACアダプター

（DC9V ）
電池寿命：	 約6時間（単3形アルカリ乾電池使用時）
	 約8時間（単3形ニッケル水素電池2000ｍAh使用時）
	 　　使用電池、使用状況により変動
消費電力：	 2.5W
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外形寸法：	 350 × 276 × 76 mm（幅×奥行き×高さ）
質量：	 1.7 kg（電池含まず）
使用温度条件：	 0 ～ +40℃（結露させないこと）
付属品：	 クイック・スタート・ガイド、安全上のご注意/保証規定/アフターサービス
オプション(別売り）：	ACアダプター KA350（DC9V ）、シンク・ケーブル SQ-CABLE-6

（3.5mm TSミニ・プラグ）

※	仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがあります。
※	すべての製品名および会社名は、各社の商標または登録商標です。
※	本機のリア・パネルは天然木を使用しているため、木目や節の出方、色の濃淡に個体差があり
ます。
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MIDIインプリメンテーション・チャート

モード1：.オムニ・オン、ポリ. モード2：.オムニ・オン、モノ. ○：.あり
モード3：.オムニ・オフ、ポリ. モード4：.オムニ・オフ、モノ. ×：.なし

MIDIインプリメンテーションの配布については、コルグ・ウェブサイトをご確認ください。

MIDIインプリメンテーション・チャート

ファンクション…
送　　　信 受　　　信 備　　　考

ベーシック
チャンネル

電源ON時
設定可能

アフター
タッチ

ピッチ・ベンド

キー別
チャンネル別

プログラム
チェンジ 設定可能範囲

リアル
タイム

クロック
コマンド

エクスクルーシブ

コモン
ソング・ポジション
ソング・セレクト
チューン

その他

ローカル.ON／OFF
オール・ノート・オフ
アクティブ・センシング
リセット

ベロシティ ノート・オン
ノート・オフ

ノート
ナンバー 音域

モード
電源ON時
メッセージ
代用

備考...

コントロール
チェンジ

Date:.2019.06.06

Ver.:.1.10

.＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

.＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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○.9n,.V=1－127
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×
×
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○

×
×
×

○
○

×
×
○
×

○

×
×

1－16
1－16

0－127
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○.9n,.V=1－127
×

×
×

○.0－99
0－99

○

○
×
×

○
○

○
○.123－127

○
×

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

.記憶される.

3
×

[MONOPHONIC.ANALOGUE.SYNTHESIZER]

Model:.monologue

PITCH.(VCO2). ＊2
SHAPE.(VCO1,.2). ＊2
LEVEL.(VCO1,.2). ＊2
CUTOFF. ＊2
RESONANCE. ＊2
EG.(ATTACK,.DECAY,.INT). ＊2
LFO.(RATE,.DEPTH). ＊2
OCTAVE.(VCO2). ＊2
WAVE.(VCO.1,.2). ＊2
SYNC/RING. ＊2
DRIVE. ＊2
EG.(TYPE,.TARGET). ＊2
LFO.(TARGET,.WAVE,.MODE). ＊2
All.sound.off,.Reset.all.Controlles. ＊2

35
36,.37
39,.40

43
44

16,.17,.25
24,.26

49
50,.51

60
28

61,.62
56,.58,.59
120,.121

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×

1－16
1－16

.＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
.. ＊3
..

..

..

..

. ＊1

..

..

..

.. ＊5

.. ＊6

..

..

..

..

..

..

＊1.:.グローバル設定.MIDI.Rx.Pitch.Bend=Onの時は受信、MIDI.Tx.Pitch.Bend=Onの時は送信する。. .
＊2.:.グローバル設定.MIDI.Rx.CC=Onの時は受信、MIDI.Tx.CC=Onの時は送信する。
＊3.:.グローバル設定.MIDI.Rx.Prog.Chg=Onの時は受信、MIDI.Tx.Prog.Chg=Onの時は送信する。
＊4.:.KORGエクスクルーシブ以外にインクワイアリー・メッセージに対応する。
＊5.:.グローバル設定.Clock.Source=Internal時は受信しない。Auto(MIDI),.Auto(USB)の時は受信する。
＊6.:.グローバル設定.En.Rx.Transport.=.Onの時は受信する。

..

..

..

..

.. ＊4

..
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